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〇
経
済
産
業
省
令
第

号

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め

、
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年

月

日

経
済
産
業
大
臣

名

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

２－４料資

「
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
（
案
）

 

新
旧
対
照
表
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第
一
条

［
略
］

第
一
条

［
略
］

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の

意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

る
。

一
～
三
十
七

［
略
］

一
～
三
十
七

［
略
］

三
十
八

「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
は
、
核
原
料
物

三
十
八

「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
は
、
核
原
料
物

質
鉱
山
に
お
い
て
核
原
料
物
質
の
採
掘
、
核
原
料
物

質
鉱
山
に
お
い
て
核
原
料
物
質
の
採
掘
、
核
原
料
物

質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
、
鉱
山
の
施
設
の
保
全

質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
、
鉱
山
の
施
設
の
保
全

、
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料

、
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料

物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯
蔵
又
は

物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯
蔵
又
は

汚
染
の
除
去
そ
の
他
の
業
務
（
第
二
十
九
条
第
一
項

汚
染
の
除
去
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ

第
三
号
の
二
及
び
第
十
三
号
の
二
に
お
い
て
「
放
射

て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。

線
業
務
」
と
い
う
。
）
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
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管
理
区
域
に
立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。

三
十
九
～
四
十
五

［
略
］

三
十
九
～
四
十
五

［
略
］

３

［
略
］

３

［
略
］

（
粉
じ
ん
の
処
理
）

（
粉
じ
ん
の
処
理
）

第
十
条

法
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
粉

第
十
条

法
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
粉

じ
ん
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は

じ
ん
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

［
略
］

［
略
］

二

粉
じ
ん
が
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
作
業
場
に
お

二

粉
じ
ん
が
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
作
業
場
に
お

い
て
、
鉱
山
労
働
者
に
作
業
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、

い
て
、
鉱
山
労
働
者
に
作
業
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
呼
吸
用
保
護
具
で
あ
っ
て

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
呼
吸
用
保
護
具
で
あ
っ
て

、
作
業
環
境
に
応
じ
た
有
効
な
防
じ
ん
性
能
を
有
す

、
作
業
環
境
に
応
じ
た
有
効
な
防
じ
ん
性
能
を
有
す

る
も
の
（
以
下
「
有
効
呼
吸
用
保
護
具
」
と
い
う
。

る
も
の
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。
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）
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

イ
・
ロ

［
略
］

イ
・
ロ

［
略
］

二
の
二

粉
じ
ん
が
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
作
業
場

［
新
設
］

に
お
い
て
、
請
負
人
（
鉱
山
労
働
者
を
除
く
。
以
下

同
じ
。
）
に
作
業
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、
有
効
呼
吸

用
保
護
具
を
着
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
当
該
請
負

人
に
周
知
す
る
こ
と
。

二
の
三

粉
じ
ん
が
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
作
業
場

［
新
設
］

に
お
い
て
、
鉱
山
労
働
者
に
作
業
を
行
わ
せ
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示

す
る
こ
と
。

イ

粉
じ
ん
が
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
作
業
場
で

あ
る
旨
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ロ

粉
じ
ん
に
よ
り
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
の

種
類
及
び
そ
の
症
状

ハ

粉
じ
ん
等
の
取
扱
い
上
の
注
意
事
項

ニ

有
効
呼
吸
用
保
護
具
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
及
び
着
用
す
べ
き
有
効
呼
吸
用
保
護
具

三

前
三
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
粉
じ
ん
が
飛
散

三

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
粉
じ
ん
が
飛
散
し

し
な
い
箇
所
へ
の
休
憩
所
の
設
置
そ
の
他
の
鉱
山
労

な
い
箇
所
へ
の
休
憩
所
の
設
置
そ
の
他
の
鉱
山
労
働

働
者
が
粉
じ
ん
を
吸
入
し
な
い
た
め
の
措
置
を
講
ず

者
が
粉
じ
ん
を
吸
入
し
な
い
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

る
こ
と
。

こ
と
。

四
～
十
一

［
略
］

四
～
十
一

［
略
］

（
放
射
線
障
害
の
防
止
）

（
放
射
線
障
害
の
防
止
）

第
二
十
九
条

法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
規
定
に

第
二
十
九
条

法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
核
原
料
物
質
鉱
山
に
お
け
る
放
射
線
障
害
の

基
づ
き
、
核
原
料
物
質
鉱
山
に
お
け
る
放
射
線
障
害
の
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防
止
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に

防
止
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

管
理
区
域
を
定
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る

一

管
理
区
域
を
定
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

こ
と
。

イ
・
ロ

［
略
］

イ
・
ロ

［
略
］

ハ

ロ
の
旨
を
管
理
区
域
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示

［
新
設
］

す
る
こ
と
。

二
・
三

［
略
］

二
・
三

［
略
］

三
の
二

管
理
区
域
に
お
い
て
放
射
線
業
務
の
一
部
を

［
新
設
］

請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
前
号
の
線
量
限

度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
当
該

請
負
人
に
周
知
す
る
こ
と
。

四
～
九

［
略
］

四
～
九

［
略
］
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十

坑
内
掘
採
を
行
う
核
原
料
物
質
鉱
山
に
お
い
て
は

十

坑
内
掘
採
を
行
う
核
原
料
物
質
鉱
山
に
お
い
て
は

、
放
射
線
障
害
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は

、
放
射
線
障
害
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は

、
有
効
呼
吸
用
保
護
具
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

、
日
本
産
業
規
格
Ｔ
八
一
五
一
に
適
合
す
る
防
じ
ん

マ
ス
ク
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
十
条
第

二
号
の
規
定
に
よ
り
鉱
山
労
働
者
に
防
じ
ん
マ
ス
ク

等
を
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
一

核
原
料
物
質
鉱
山
の
選
鉱
場
又
は
製
錬
場
に
お

十
一

核
原
料
物
質
鉱
山
の
選
鉱
場
又
は
製
錬
場
に
お

い
て
放
射
線
障
害
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

い
て
放
射
線
障
害
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
有
効
呼
吸
用
保
護
具
を
着
用
さ
せ
、
か
つ
、
粉

は
、
日
本
産
業
規
格
Ｔ
八
一
五
一
に
適
合
す
る
防
じ

じ
ん
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
、
集
じ
ん
又
は
機
械

ん
マ
ス
ク
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
粉
じ
ん
の
飛
散
を

若
し
く
は
装
置
の
密
閉
を
行
う
こ
と
。

防
止
す
る
た
め
、
集
じ
ん
又
は
機
械
若
し
く
は
装
置

の
密
閉
を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
第
十
条
第
二
号
の

規
定
に
よ
り
鉱
山
労
働
者
に
防
じ
ん
マ
ス
ク
等
を
使
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用
さ
せ
、
か
つ
、
集
じ
ん
又
は
機
械
若
し
く
は
装
置

の
密
閉
を
行
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
二

［
略
］

十
二

［
略
］

十
三

管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
（
放
射
線
業
務
従
事

十
三

管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
（
放
射
線
業
務
従
事

者
を
含
む
。
）
の
線
量
を
知
る
た
め
、
次
の
規
定
を

者
を
含
む
。
）
の
線
量
を
知
る
た
め
、
次
の
規
定
を

遵
守
す
る
こ
と
。

遵
守
す
る
こ
と
。

イ

経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外

イ

経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外

部
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下
「
外
部
被

部
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下
「
外
部
被

ば
く
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
線
量
の
測
定
を
行
い

ば
く
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
線
量
の
測
定
を
行
い

、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日

、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日

、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三

、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三

月
間
、
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
並
び
に

月
間
、
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
並
び
に

本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と

本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
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と
な
っ
た
女
性
に
あ
っ
て
は
、
出
産
ま
で
の
間
毎

と
な
っ
た
女
子
に
あ
っ
て
は
、
出
産
ま
で
の
間
毎

月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
月
間
に
つ
い
て
、
当
該

月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
月
間
に
つ
い
て
、
当
該

期
間
ご
と
に
集
計
し
、
集
計
の
都
度
、
記
録
す
る

期
間
ご
と
に
集
計
し
、
集
計
の
都
度
、
記
録
す
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
管
理
区
域
に
立
ち

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
管
理
区
域
に
立
ち

入
る
者
に
つ
い
て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
っ
て
い

入
る
者
に
つ
い
て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
っ
て
い

る
間
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
管
理
区
域

る
間
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
管
理
区
域

に
一
時
的
に
立
ち
入
る
者
で
あ
っ
て
放
射
線
業
務

に
一
時
的
に
立
ち
入
る
者
で
あ
っ
て
放
射
線
業
務

従
事
者
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
管

従
事
者
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
管

理
区
域
内
に
お
け
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
が

理
区
域
内
に
お
け
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
が

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
線
量
を
超
え
る
お
そ
れ

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
線
量
を
超
え
る
お
そ
れ

の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ

人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
物
質
か
ら
の
放

ロ

人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
物
質
か
ら
の
放

射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下
「
内
部
被
ば
く

射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下
「
内
部
被
ば
く



- 10 -

」
と
い
う
。
）
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
経
済
産

」
と
い
う
。
）
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
経
済
産

業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射
性
物
質

業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射
性
物
質

を
誤
っ
て
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
と

を
誤
っ
て
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
と

き
及
び
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口

き
及
び
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口

摂
取
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
立
ち
入
る
者
に

摂
取
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
立
ち
入
る
者
に

あ
っ
て
は
、
三
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回

あ
っ
て
は
、
三
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回

（
本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ

（
本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ

と
と
な
っ
た
女
性
に
あ
っ
て
は
、
出
産
ま
で
の
間

と
と
な
っ
た
女
子
に
あ
っ
て
は
、
出
産
ま
で
の
間

一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回
）
行
い
、
そ

一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回
）
行
い
、
そ

の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
物

の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
物

質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ

質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
所
に
一
時
的
に
立
ち
入
る
者
で
あ
っ
て

の
あ
る
場
所
に
一
時
的
に
立
ち
入
る
者
で
あ
っ
て

放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
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そ
の
者
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
が
経
済
産
業

そ
の
者
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
が
経
済
産
業

大
臣
が
定
め
る
線
量
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
と

大
臣
が
定
め
る
線
量
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
三
の
二

管
理
区
域
に
お
け
る
放
射
線
業
務
、
第
二

［
新
設
］

十
七
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
作
業
又
は
管
理

区
域
に
一
時
的
に
立
ち
入
る
作
業
の
一
部
を
請
負
人

に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
線

量
を
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
必
要
が

あ
る
旨
を
当
該
請
負
人
に
周
知
す
る
こ
と
。
た
だ
し

、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

管
理
区
域
に
一
時
的
に
立
ち
入
る
請
負
人
で
あ

っ
て
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
請
負
人
の
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
被
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ば
く
に
よ
る
線
量
が
前
号
イ
の
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
線
量
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
と
き
。

ロ

放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
一
時
的
に
立
ち
入
る

請
負
人
で
あ
っ
て
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
請
負
人
の
内
部
被
ば
く
に

よ
る
線
量
が
前
号
ロ
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

線
量
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
と
き
。

十
四

第
十
三
号
に
よ
り
測
定
さ
れ
た
線
量
を
基
に
、

十
四

前
号
に
よ
り
測
定
さ
れ
た
線
量
を
基
に
、
経
済

経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
効
線

産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
効
線
量
及

量
及
び
等
価
線
量
を
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月

び
等
価
線
量
を
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日

一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三
月
間
、
四

及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三
月
間
、
四
月
一

月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
並
び
に
本
人
の
申
出

日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
並
び
に
本
人
の
申
出
等
に
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等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女
性

よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
に
あ

に
あ
っ
て
は
、
出
産
ま
で
の
間
毎
月
一
日
を
始
期
と

っ
て
は
、
出
産
ま
で
の
間
毎
月
一
日
を
始
期
と
す
る

す
る
一
月
間
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
ご
と
に
算
定
し

一
月
間
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
ご
と
に
算
定
し
、
算

、
算
定
の
都
度
、
記
録
す
る
こ
と
。

定
の
都
度
、
記
録
す
る
こ
と
。

十
五
～
二
十
七

［
略
］

十
五
～
二
十
七

［
略
］

二
十
八

前
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
作
業
で
あ

二
十
八

前
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
作
業
で
あ

っ
て
こ
れ
に
従
事
す
る
者
が
多
量
の
放
射
線
を
被
ば

っ
て
こ
れ
に
従
事
す
る
者
が
多
量
の
放
射
線
を
被
ば

く
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
放
射
線

く
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
放
射
線

業
務
従
事
者
（
女
性
に
あ
っ
て
は
、
妊
娠
す
る
可
能

業
務
の
従
事
者
（
女
子
に
あ
っ
て
は
、
妊
娠
不
能
と

性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な

診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面

い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
で
な
け
れ

で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
で
な
け
れ
ば
従
事
さ
せ

ば
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
を
行

な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
を
行
う
た
め
必
要

う
た
め
必
要
な
人
員
が
得
ら
れ
な
い
場
合
そ
の
他
や

な
人
員
が
得
ら
れ
な
い
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
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む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
放
射
線
業
務
従
事
者
以

場
合
に
お
い
て
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
鉱
山
労

外
の
鉱
山
労
働
者
（
女
性
に
あ
っ
て
は
、
妊
娠
す
る

働
者
（
女
子
に
あ
っ
て
は
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ

可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思

た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出

の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
を
従

た
者
に
限
る
。
）
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限

事
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

り
で
な
い
。

二
十
九

［
略
］

二
十
九

［
略
］

三
十

第
二
十
七
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
作
業

［
新
設
］

で
あ
っ
て
こ
れ
に
従
事
す
る
者
が
多
量
の
放
射
線
を

被
ば
く
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
一
部
を
請
負
人

に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る

男
性
及
び
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た

女
性
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
同
号
の
線
量
限
度
を
超
え
て
被
ば
く
す
る
こ
と
が
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で
き
る
旨
を
当
該
請
負
人
に
周
知
す
る
こ
と
。

三
十
一

前
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
の
作
業
に

［
新
設
］

従
事
す
る
男
性
及
び
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い
と
診

断
さ
れ
た
女
性
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
間
に
受
け

る
線
量
は
、
第
二
十
九
号
の
線
量
限
度
を
超
え
な
い

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
前
号
の
請
負
人
に
周

知
す
る
こ
と
。

２

［
略
］

２

［
略
］

一

［
略
］

一

［
略
］

二

前
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
有
効

二

前
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
防
じ

呼
吸
用
保
護
具
の
着
用
を
指
示
さ
れ
た
と
き
は
、
有

ん
マ
ス
ク
の
使
用
を
指
示
さ
れ
た
と
き
は
、
防
じ
ん

効
呼
吸
用
保
護
具
を
着
用
す
る
こ
と
。

マ
ス
ク
を
使
用
す
る
こ
と
。
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備
考

表
中
の
［

］
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。




